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IPテレコン搭載型 取水口演算制御装置納入紹介スノージャム監視システム　導水路への適応
─環境整備による日中検知の検証─

水力発電所向け出力制御支援システム開発　導入効果と反響
　従来の取水管理は、届出出力を超
過せずに最大出力を得られるよう、
日々の河川流量に応じて人手による
監視や調整を行っていました。
　弊社が新たに開発した水力発電所
向け出力制御支援システムは、ダム・
発電所情報を常時監視し、溢水電力
が発生した場合には、自動で取水量
を調整し、最大出力を得られるよう
制御するシステムです。豊水期や急
な出水等では、常に最大出力を得ら
れるよう取水堰からの取水量を自動
的に調整し、届出出力が超過しそう
な場合は自動で取水制限を行いま
す。また、公衆安全への影響が生じ
ないよう水位・流量監視設定も可能
であるなど、汎用性の高いシステム
となっております。

　一昨年度に尻別川水系昆布発電所
へシステムを導入し検証を行ったと
ころ、届出出力を超過させず、かつ
溢水電力量の低減が確認されたた
め、昨年度は同水系内 3 発電所にも
システムを展開しました。システム
展開直後は河川流量が少なく検証・
評価ができておりませんが、昆布発
電所の検証結果から、その効果はよ
り大きなものになると予想されま
す。また、年度毎の降雨・出水量が
異なるため一様に評価することは困
難ですが、同水系内全ての発電所で
稼働した場合、大きな経済効果も見
込まれます。さらにこれまでの人手
による監視や調整作業が自動化され
たことで、省力化や負担軽減にも繋
がったのではないかと考えられます。

　本システムは、流れ込み式発電所
であれば同様の効果が期待できるこ
とから、他の水系や他の発電事業者
様への展開も検討しております。
　本システム開発についてご支援ご

協力を賜りました北海道電力株式会
社水力部様、ならびに倶知安水力セ
ンター様には、紙面をもちまして厚
くお礼申し上げます。

　北海道では、気温低下や大雪・春
先の落雪などにより河川に流下した
雪（スノージャム）が水力発電所の
導水路等の取水設備で詰まってしま
う取水障害が発生する場合がありま
す。
　弊社では、以前より画像処理技術
を用いたスノージャム監視システム
の開発を行っており、今年度は、ほ
くでんエコエナジー株式会社様の津
別発電所内に仮設システムを設置し、
スノージャム流況調査を実施いたし
ましたので、ご紹介させていただき
ます。
　津別発電所でのスノージャム検出
においては、導水路上に設置した仮

設ハウスからの監視が可能であった
ため、太陽光・天候などの外乱が少
ない環境での監視が実現でき、日中・
夜間を通して、期待通りの検出性能
での監視を行うことができました。

　画像処理によるスノージャム検出
を行うためには、カメラへの外乱に
よる影響を抑えることが重要となり
ます。環境による外乱の影響を可能
な限り抑制する画像処理の対策を講
じるなどし、今後もさらなるシステ
ム改良を継続して進めてまいります。
　本調査においてご支援ご協力を賜
りました、ほくでんエコエナジー株
式会社発電事業部様、北見管理所様
に、厚くお礼申し上げます。

【スノージャム検出の様子】

【カメラを設置した仮設ハウス】

　この度、北海道企業局様の滝の上
発 電 所 取 水 口 演 算 制 御 装 置 を、
PMCN 方式の IP テレコンを搭載し
た装置へ改修いたしました。
　従来、滝の上発電所からの各種情
報は、滝下発電所の CDT 装置を経
由して、北海道電力株式会社様の系
統制御所へ伝送しておりました。今
回、2020 年度に新設された発電制御
室に伝送先が変更となることに伴
い、情報伝送に用いられる通信プロ
トコルが、これまでの CDT 方式か
ら PMCN（Protocol for Mission 
Critical industrial Network use） に
切り替わることとなりました。

　今回の弊社の開発目的は、滝の上
発電所取水口演算制御装置を PMCN
方式の IP テレコン搭載型として完
成させることであり、結果としては
簡易 IP テレコンの開発と演算装置
の機能追加を同時に行うような内容
となりました。この PMCN 方式で
の技術開発により、今回は簡易型と
なりましたが、本来の IP 化テレコ
ンの開発に繋がるノウハウを構築で
きました。また、副次的な成果とな
りますが、開発効率化のため独自に
製作した伝文解析用ツールも、今後
は保守ツールとして活用できる見込
みです。
　今回の多
くの経験を
活 か し、 よ
り一層の製
品開発で社
会貢献して
まいります。

【
現
地
作
業
の
様
子
】

　PMCN は JEMA（一
般社団法人日本電機工
業会）のリアルタイム
性と順序性を備えた信

頼性の高い産業用 IP 通信プロトコ
ルであり、テレコン（遠方監視制御
装置）の IP 化において、今後主流
となっていくと考えられています。

PMCN
とは？
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IoT・クラウドを活用した環境監視システム取り組み
紹介

⃝ 新商品トライアル制度認定　鋼管柱腐食診断装置 ⃝

　令和 2 年 2 月 3 日にホテルガーデ
ンパレス札幌で開催された IoT 活
用シンポジウムにて、「IoT・クラ
ウドを活用した環境監視システム」
のデモ展示を行いました。この展示
商談会は、北海道内の IoT・ロボッ
ト関連企業が、最新の IoT ツール
やモノづくり現場の導入事例をご紹
介するというもので、弊社を含め 8
社が展示をし、今後の導入に向けた
各種の情報収集や調査のため、多く
の方が来場されました。
　弊社がデモ展示した環境監視シス
テムは、温度や湿度などの環境デー
タをクラウド上に収集し、データの
見える化や各種の分析を行うもので
あり、今回の展示では、主に見える
化の部分に焦点をあて展示を行いま
した。約 40 名の方に弊社ブースに
お立ち寄りいただき、「IoT・クラ

ウドで何ができるのか？」、「メリッ
トやデメリットは？」、「どのように
展開をすれば良いか？」など多くの
ご質問をいただき、意見交換を行う
ことができました。
　今後は、本展示会で得られた情報
を含め、IoT・クラウドを活用する
メリットを最大限に活かした、より
良いシステムとして構築してまいり
ます。

　北海道企業局様へポンテシオダム
諸量処理装置を納入させていただき
ました。本装置の一部である電話応
答装置では、着信時に諸量データの
読み上げを行い、通報事象の発生時
にはあらかじめ登録されている通報
先電話番号へ発信して発生内容を読
み上げます。
　音声読み上げでは、弊社で初とな
る Windows コンピュータによるテキ
スト音声合成を用いております。テ
キスト音声合成は従来のナレーター
音声による組み合わせに比べて、柔
軟な音声組み合わせを低コストで実
現できます。その為、本システムで
は取り扱っているすべての状態・警
報項目を任意設定にて電話通報する
ことが可能です。また将来的な信号
追加などの際にも名称のテキストを
追加し、容易に音声を追加すること

ができ、拡張性の高いものとなって
おります。
　技術的な部分に関しては、テキス
ト読 み 上げソフトウェアに SAPI

（Speech Application Programming 
Interface）と呼ばれる Windows コン
ピュータの音声合成インターフェイ
スを利用し、音声合成エンジンに関
しては、利用者に伝達しやすくなる
よう、より滑らかな音声になるものを
選択いたしました。テキストを読み
上げる性質上、意図しない読み上げ
をされてしまうなどの苦労もありまし
たが、ソフトウェア上で様々な工夫
をしながら最適な制御となるように
調整を行うことにより、より良い製品
に仕上がったとともに、新しい技法
のノウハウを得ることができました。
　今後とも新技術への挑戦を続けて
まいります。

　新商品トライアル制度とは、北海
道内の中小企業が開発した新商品を
知事が認定し、新市場の開拓や販路
拡大を支援する制度です。
　この度、鋼管柱腐食診断装置が令
和元年度トライアル新商品の認定を
いただきました。
　本装置は、鋼管柱の土中直接埋設
部の金属表面と基準電極間の電位を
地表水平方向に測定し、埋設部の腐
食度合いを推定する装置で、北海道
電力株式会社様との共同研究に基づ
き開発したもので
す。土壌の影響に
よる電位の変化で
誤判定の可能性が
大きかった従来の
問題点を、腐食度
合の基準となる亜
鉛や鉄の電位と比
較することで、電

柱、信号柱、照明柱等の鋼管柱およ
び支線の埋設部を掘削せず容易に精
度良く腐食度合いを推定できるよう
に改善しました。また鋼管柱の電位
と参照電極の電位を同時に計測可能
としたことで、電位計測時間を従来
の 1/5 〜 1/6 に短縮でき、点検作業
を効率化することができました（北
海道電力株式会社様実績）。
　今後は、本装置の販売促進に、ト
ライアル新商品の認定を活用してま
いります。

　かねてより開発を進めておりまし
た、「ユアトーン装着型」を近日発
売いたします。
　弊社では 20 年以上前から喉頭が
んや気管切開、ALS 等により話せ
ない方の発声を補助する電気式人工
喉頭「ユアトーン」を製造・販売し
ております。従来の製品は機器を常
に手で持っている必要があり、手の
塞がらない製品を開発して欲しいと
の要望がユーザーや医療機関よりこ

れまで多く寄せられておりました。
　その要望を受け、弊社では手で持
つ必要のない「ユアトーン装着型」
を開発、製品化いたしました。本製
品は振動する部分を首に装着し、首
元のスイッチを押すだけで話すこと
ができます。さらに、オプション品
の指先スイッチを使うことで手の自
由度がさらに向上し、電話中にメモ
を取ったり、物を持ちながら話すこ
とも可能になります。

　実際にご使用いただいたモニター
様からは、「手が自由になるのでと
ても便利」や「会話の時すぐ返事が
できて良い」、「話をしながらメモを
取れるようになって嬉しい」との喜
びの声が多く寄せられております。

【ユアトーン装着型イメージ写真】

免疫力と睡眠
　新型コロナウイルスの流行によ
り改めて「免疫力」に注目が集まっ
ています。この免疫力を高める方
法の一つに、「規則正しい睡眠を
とること」が挙げられます。
　入眠後、脳内で成長ホルモンと
いうホルモンが分泌されます。こ
れは傷ついた細胞を修復したり身
体の疲労を回復させる働きをする
ため、しっかりと睡眠をとるだけで
免疫力を保つ効果が期待できます。
　しかし睡眠不足になると成長ホ
ルモンの分泌量が減少し、細胞の
修復が不十分となるため免疫力が
低下してしまい、感染症に罹るリ
スクが高まります。しっかりと質
の良い睡眠をとることが重要です。
　ストレスを感じると眠れなくな

るという方は多くいらっしゃると
思います。数日間で解消できるよ
うであれば大きな問題はありませ
んが、長引けば不眠症など睡眠障
害に繋がる可能性があります。不
安を感じるようであれば、医療機
関を受診し専門医に相談すると良
いでしょう。
　まだまだ尾を引く新型コロナウ
イルスの影響。少しでもリスクを
下げるために、睡眠の重要性を見
直してみてはいかがでしょうか。

【展示会の様子】

睡眠コラム

電気式人工喉頭ユアトーン装着型　近日発売予定

新手法により、柔軟な音声組み合わせを実現

今号は、より記事内容が伝わりやすく
なるよう図を多く入れました。いかがで
しょうか？ 

〈広報室〉

記後集編
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